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会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃

い
で
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
仲
間
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
欠
か
せ
な
い
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
、
さ
ら
に
は
地
域
団
体
と
連
携
し
た
活
動
等
々
、
多
く
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
期
を
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
健
康
で
自
立
し
、
身

近
な
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
発
足

当
初
か
ら
、「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
日
、
我
が
国
は
高
齢
者
が
人
口
の
四
人
に
一

人
を
占
め
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
本
格
化
す
る
超
高
齢
社
会
を
明
る

く
、
豊
か
で
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
も

「
全
国
三
大
運
動
」
を
継
承
し
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
引
き
続
き
介
護
予
防
事
業
や
地
域
社
会
の
期

待
に
応
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
仲
間
が
力
を

合
わ
せ
、
未
加
入
の
高
齢
者
の
方
々
を
勧
誘
し
会
員
と
し
て
迎

え
る
と
と
も
に
、
休
会
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
発
生
防
止
に
努
め
、

活
動
基
盤
の
強
化
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
県
内
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
、
自
助
、

共
助
の
精
神
を
発
揮
し
、
全
老
連
が
掲
げ
る
新
た
な
メ
イ
ン
テ

ー
マ
「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
心
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
か
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

年間掛金 
ひとり 
年間掛金 
ひとり 交通災害共済に加入しませんか？ 交通災害共済に加入しませんか？交通交通交通で で 

こうくん さいちゃん 

交
通
災
害 

共
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

加入できる方 
●県内に住民登録をしている方
●県内の事務所・事業所・学校等に勤務または
　在学している方

●途中加入もできます。 この場合も掛金は同じです。

共 済 期 間 
●平成26年４月１日から平成２7年３月３１日までの１年間

掛金（年額） 
１人 ５００円（１人１口）

対象となる事故 
日本国内の一般道路上で自転車、バイク、自動車 
等の運転中に発生した交通事故（自損事故含む） 
または、運転中のこれらの車両に接触またはひか 
れた交通事故による死傷が対象です。 
（共済期間内に発生した交通事故に限る） 

お住まいの市役所、町役場の
担当課窓口までお問い合わせ下さい。

加 入 方 法

滋賀県市町・滋賀県市町村交通災害共済組合滋賀県市町・滋賀県市町村交通災害共済組合
くわしくは、市役所または町役場でおたずねください

ホームページ で検索してね滋賀 交通災害共済 TEL.077－524－4610

？ か？か？か？

さいちゃん

交
通
災
害

共
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

自動車 
故含む） 故含む）
はひか

災害見舞金 
死  亡 1,000,000円 １等級 
自動車損害賠償保障法施行令別表第1の等級の区分の第 
1級各号に掲げる介護を要する後遺障害および別表第2の 
等級の区分の第１級各号に掲げる後遺障害に該当するもの 

800,000円 ２等級 

医師の治療実日数が６０日以上の傷害 70,000円 ４等級 

医師の治療実日数が２０日以上の傷害 40,000円 ５等級 

医師の治療実日数が５日以上の傷害 25,000円 ６等級 

医師の治療実日数が５日未満の傷害 20,000円 ７等級 

120,000円 ３等級 医師の治療実日数（「入院治療日数および通院治療日数」 
以下同じ。）が１２０日以上の傷害 

10,000円 
通院治療に限り、ギプス固定期間が３０日以上ある場合 
※ギプスとは石膏ギプスおよびプラスチックキャストのことをいい、患者側による 
　着脱不可なものに限ります。歯の傷害による固定具装着期間は対象になりません。 

加算 

年
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拶
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　11 月 7 日、滋賀県立文化産業交流会館で第 52 回滋賀県老人
クラブ大会を開催しました。
　午前 10 時より式典が始まり、君が代斉唱のあと、主催者を代
表して山本県老ク連会長が挨拶を述べました。次に老人クラブ育
成功労者、優良老人クラブ等に対して県知事および県老ク連会長
が表彰を行いました。（2 面に受賞者一覧）
　表彰につづき、来賓を代表して嘉田滋賀県知事（西嶋副知事代
読）、平尾米原市長よりご祝辞をいただき、続いて受賞者を代表
して甲良町の宮田鈴子さんが謝辞が述べられました。その後、小
島副会長より大会宣言が読み上げられ、満場の拍手で承認されて
式典は終了し、活動紹介へと移りました。

　活動紹介では、たかしま災害支援ボランティア
ネットワーク「なまず」の皆さんから「笑って減
災なまず流」と題して防災、減災についてのお話
をいただきました。
　休憩をはさんで午後からは motto ひょうご事
務局長栗木剛氏による「いきいき楽しく老人クラ
ブづくり」と題した講演があり、老
人クラブの実情にあったお話と、栗
木氏の楽しい口調で会場は話に引き
込まれていました。
　最後に会場全体で「青い山脈」を
合唱して終了、閉幕しました。

（
び
わ
こ
豊
熟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
）

栗木　剛氏

第
52
回 

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催
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平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
、二
日
、

老
人
福
祉
法
制
定
五
十
周
年
、
老
人

保
健
法
制
定
三
十
周
年
を
記
念
す
る

第
四
十
二
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
岩
手
県
民
会

館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
は
、
二
年
前
の
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
、
宮
城
県
、
福
島
県

と
並
び
大
き
な
被
害
を
蒙
り
ま
し

た
。
本
大
会
は
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
に
向
け
て
の
更
な
る
応
援

と
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
被
災

地
の
老
ク
連
等
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
、
約
二
千

名
で
、
滋
賀
県
か
ら
は
表
彰

を
受
け
ら
れ
る
方
も
含
め
て

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
第
一
日
目
が
、

五
会
場
に
分
か
れ
て
の
活
動

交
流
部
会
で
、
二
日
目
は
、

地
元
盛
岡
市
の
保
存
会
に
よ
る
「
さ

ん
さ
踊
り
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
被
災
三
県
一
市
の
老
連

が
自
主
製
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
老
人
ク

ラ
ブ
に
笑
顔
戻
る
～
震
災
被
災
地
の

い
ま
を
伝
え
る
」
が
上
映
さ
れ
、
被

災
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
震
災
後
の

過
酷
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
、
力
強

く
歩
み
出
す
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
日
の
活
動
交
流
部
会
の
報
告
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、式
典
で
は
、

功
労
者
、
優
良
ク
ラ
ブ
等
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
の
後
、
大
会

宣
言
が
採
択
さ
れ
、
最
後
は
、
大
震

災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」

の
大
合
唱
で
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

全
老
連
は
、
超
高
齢
社
会
に
あ
っ

て
、
健
康
づ
く
り
や
支
え
合
い
、
仲

間
づ
く
り
、
い
き
が
い
づ
く
り
と
い

っ
た
高
齢
者
の
課
題
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
の
期
待
に

も
応
え
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
多
く

の
高
齢
者
が
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
、
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
性
化
の
取

り
組
み
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
大
会
は
、
そ
れ
を

推
し
進
め
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
二
〇
二
〇
年
夏
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東

京
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
招
致
活

動
に
お
い
て
は
、
大
津
市
出
身
で
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
太
田
雄
貴
選
手
も
最

終
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
で
の
開
催
が
決
定
し

た
瞬
間
、
大

粒
の
涙
を
流

し
、
喜
び
を

爆
発
さ
せ
る

姿
に
は
本
当

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
に
お
き
ま
し
て
も
、

二
〇
二
四
年
の
国
体
開
催
に
向
け
て

本
格
的
に
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
開
催

を
契
機
と
し
て
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
選
手
強
化
施
策
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
県
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
、
観
光
誘

客
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
滋
賀
県
で
は
、「
住
み
心

地
日
本
一
の
滋
賀
」
を
目
指
し
て
、

未
来
を
見
据
え
た
８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
戦
略
的
に
進
め
て
お
り
、
今

年
は
計
画
期
間
の
仕
上
げ
の
年
に
当

た
り
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
子
ど
も
も

親
も
幸
せ
を
実
感
で
き
、
地
域
が
元

気
に
な
る
「
子
育
て
・
子
育
ち
応
援
」

や
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
、
全
て
の
方
が
持
て

る
力
と
資
格
と
意
欲
を
発
揮
し
、
し

ご
と
の
場
に
就
け
る
全
員
参
加
型
の

社
会
を
目
指
す
「
働
く
場
へ
の
橋
架

け
」
な
ど
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
不
安
な
く
楽
し
く

暮
ら
せ
る
滋
賀
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
琵
琶
湖
を
中
心
と
し
た
豊

か
な
自
然
、
生
態
系
を
守
り
、
育
み

な
が
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

図
る
な
ど
、
人
と
自
然
が
つ
な
が
る

社
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
中
小
企

業
や
環
境
関
連
産
業
な
ど
の
成
長
産

業
を
振
興
し
、
活
力
あ
る
滋
賀
を
創

造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
激
甚
化
の
傾
向
に
あ
る

自
然
災
害
に
対
し
て
県
の
危
機
管
理

機
能
の
強
化
や
、
自
助
・
共
助
に
よ

る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、い
じ
め
問
題
や
児
童
虐
待
、

通
学
路
の
安
全
に
係
る
対
策
な
ど
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

も
重
点
的
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安

心
で
き
る
滋
賀
を
未
来
の
世
代
に
引

き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
願
い

や
思
い
を
大
切
に
、「
滋
賀
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」、「
滋
賀
に
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
力
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

滋
賀
県
知
事
　
嘉
田
由
紀
子

第
42
回　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

滋
賀
県
か
ら
2
名
2
団
体
が
受
賞

【
第
五
十
二
回

　
　
　
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

西
村　

源
一
（
大
津
市
）

　

北
沢　

浩
治
（
彦
根
市
）

　

冨
江　

武
治
（
近
江
八
幡
市
）

　

吉
田　

忠
行
（
野
洲
市
）

　

野
㟢　

庄
平
（
高
島
市
）

　

宮
田　

鈴
子
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

瀬
田
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
津
市
）

　

砂
原
町
白
扇
会
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
草
津
市
）

　

比
江
憩
之
会
（
野
洲
市
）

③
「
老
人
ク
ラ
ブ
淡
海
の
郷
づ
く
り

　
推
進
事
業
」
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
奉
仕
部
門

　

日
吉
老
人
ク
ラ
ブ
（
大
津
市
）

　

立
入
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
守
山
市
）

伝
承
部
門

　

上
の
平
・
中
の
組
・
川
西
・
市
場

　

老
人
ク
ラ
ブ
（
甲
賀
市
）

▼
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

大
江　

房
一
（
大
津
市
）

　

水
嶋　

義
信
（
大
津
市
）

　

北
川　

達
雄
（
彦
根
市
）

　

東　
　

芳
一
（
近
江
八
幡
市
）

　

畑　
　
　

實
（
草
津
市
）

　

井
上　

芳
夫
（
栗
東
市
）

　

福
本　
　

司
（
甲
賀
市
）

　

松
村　

輝
男
（
甲
賀
市
）

　

田
中　

潤
吉
（
野
洲
市
）

　

村
岡　

廣
子
（
湖
南
市
）

　

上
田　

昭
治
（
高
島
市
）

　

進
士　

良
治
（
高
島
市
）

　

前
河
元
次
郎
（
高
島
市
）

　

片
岡
津
留
夫
（
竜
王
町
）

　

澤　
　

徳
造
（
竜
王
町
）

　

今
村　

一
夫
（
豊
郷
町
）

　

上
野　

善
久
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

南
郷
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
大
津
市
）

　

高
宮
学
区
和
楽
会
第
五
支
部
（
彦
根
市
）

　
西
庄
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
（
近
江
八
幡
市
）

　

十
六
さ
ざ
な
み
会（
近
江
八
幡
市
・
安
土
）

　

木
川
老
人
ク
ラ
ブ
（
草
津
市
）

　

服
部
老
人
ク
ラ
ブ
（
守
山
市
）

　

葛
木
楽
寿
会
（
甲
賀
市
）

　

上
朝
宮
老
人
ク
ラ
ブ
万
年
青
会（
甲
賀
市
）

　

大
篠
原
和
光
会
（
野
洲
市
）

　

松
風
苑
老
人
ク
ラ
ブ
（
湖
南
市
）

　

西
大
路
第
二
区
睦
会
（
日
野
町
）

　
蚊
野
老
人
ク
ラ
ブ
愛
寿
会
（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

金
屋
長
楽
老
人
ク
ラ
ブ（
甲
良
町
）

③
篤
行
者

　

谷
口　

秀
夫
（
甲
賀
市
）

　

藤
川　
　

翠
（
甲
賀
市
）

④
第
三
十
二
回
「
豊
熟
シ
ニ
ア
の
主

　
張
」
入
賞
者

優
秀

　

武
地　

嘉
男
（
近
江
八
幡
市
）

　

柴
原　
　

喬
（
野
洲
市
）

佳
作

　

山
口　

信
治
（
大
津
市
）

　

高
橋　

久
子
（
湖
南
市
）

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

◯
活
動
賞

・
仲
間
づ
く
り
活
動
部
門

　

米
原
市
山
東
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
原
市
・
山
東
）

　

豊
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
豊
郷
町
）

・
健
康
づ
く
り
活
動
部
門

　

唐
崎
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
大
津
市
）

　

伊
勢
落
長
寿
ク
ラ
ブ
（
栗
東
市
）

　

正
福
寺
老
人
ク
ラ
ブ
（
湖
南
市
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

池
寺
長
寿
会
（
甲
良
町
）

【
第
四
十
二
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
受
賞
者
】

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

　

宮
野 

武
男
（
彦
根
市
）

　

東　

 　

昊
（
近
江
八
幡
市
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
瀬
田
東
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
大
津
市
） 

　

甲
良
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

受
賞
者
一
覧

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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□ 手伝ってもらいたいこと
　現在、手伝ってもらいたいことがある人は 909 人（46％）で、特に「庭木の
手入れ」の希望が多く、また、今後手伝ってもらいたいことがある人は 1,440 人

（73％） で、「声かけ（安否確認）」をして欲しい人が多くなっていました。

□ 手伝えること
　現在、手伝えることがある人は 1,463 人（74％）で、特に「声かけ（安
否確認）」 の 回答が多く、また、今後手伝える人は 1,319 人（67％）で、
こちらも「声かけ（安否確認 ）」が多く見られました。

□ 「暮らし支え合い」を広げて行くためには
　今後、暮らし支え合いを広げて行くために必要なこととして、｢ 日頃か
ら声かけや交流の機会を増やす」が一番多く回答されています。

□日頃不安に思うこと
　不安に思うことが「ある人」は 1,901 人（96％）で、一番多かったのは、

「病気になること」の 1,562 人（79％）、続いて「介護が必要になること」
1,214人（62％）、「身の回りのことができなくなること」で1,017人（52％）
でした。全般的に、健康状態が良くない人に「不安」に思う人が多くなっ
ています。

　伊吹老ク連は、伊吹山の麓の山里の地域において、1,330 人の会員で成
り立っており、女性部をはじめ６つの部で活動しています。
　私たち女性部は、友愛活動として、年１回、ひとり暮らしやねたきりの
会員のご家庭を、老ク連からの見舞金とお土産の品を手に各字ごとに訪問
させていただいています。品物については、最近は、シクラメンなど鉢植
えのお花を贈って大変喜んでいただいています。
　また、友愛訪問の１ヶ月後に、各字の状況について友愛情報交換会を行
います。その取り組みは、例えば、手づくりのちらし寿司に金品を添えて
役員が訪問するなど字によっていろいろです。
　訪問時、待たれていたかのように長い時間お話しされるひとり暮らしの
方もおられます。大変喜んでくださるので、時々お訪ねして生活や健康状
態を見守らせていただこうと思っていますが、中にはお顔を見せていただ
けず、様子だけ窺って帰ることもあります。　また、近くの施設に入所さ
れている方々の訪問もさせていただいており、訪問先の皆様から聞いたお
話を活動に活かしながら、ささやかですが頑張っています。
　　　　　　　　　     　　　　　　   　米原市伊吹老ク連　堀川　 和子
　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　季節の移ろいとともに、今年も西の湖に冬の渡り鳥がやってまいりまし
た。ふる里安土は、歴史街道の町として有名ですが、特に、日本名城百選
の観音寺城、安土城址は市民の誇りであり、また、西の湖は 2008 年にラ
ムサール条約会議で認められた美しい湖でふる里の宝です。
　安土町老ク連は、素晴らしい自然を守り、また、次代に伝えていくこと
も目標に活動を進めています。
　老ク連には、女性部をはじめ７部会があり、私は女性部長として女性部
会と友愛活動部会で活動しています。
　女性部会は、「信長まつり」の武者行列の着付けの手伝い（6 月）、老人ホー
ム安土荘へのふれあい訪問（12 月）を中心に、また、友愛活動部会では、
ひとり暮らしの会員を招いての友愛のつどい（11 月）、女性部会との合同
研修会（3 月）を行います。また、「あいさつ運動」や「交通事故撲滅ゼ
ロ運動」にも女性の立場で全力で協力しています。
　楽しく美しい老後のために、老人会が、より豊かな交わりの場になるこ
とを祈りつつ日々の活動を続けています。
　　　　　　　              　　　        　　　安土町老ク連　木俣ミサ子
　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　竜王町老ク連女性部は、活動のテーマに、女性の特性を活かした友愛、
奉仕活動による社会貢献を掲げています。

《主な活動》
　○子どもと花のある町づくり ･･･ 各集落の女性部長を軸に、夏の花種と
　　プランタを配り、また、子どもや老人会が花壇の手入れや草むしりな
　　どでふれ合い楽しみます。
　○料理・健康づくり教室 ･･･ 暑い夏を元気に過ごすために、夏季に季節
　　野菜を使ったスタミナ料理づくりと町の保健師による健康と栄養につ
　　いての講座を開きます。
　○ボランティア活動 ･･･ 町内外の老人ホームでの窓ふきなどの清掃ボラ
　　ンティアと入所者との出会い、語らいを楽しみます。
　○友愛訪問 ･･･ ねたきりの会員および 90 歳以上の高齢者を慰問品を手
　　に訪問して励まします。
　その他の活動として、お盆前に、各集落にあるお地蔵さんの前掛け用に
裁断した生地を配っています。
　私たちは、介護の問題を自身のことと捉えて、老人会、自治会、ボラン
ティアなどが協力し合って、「おたっしゃ教室」等を実施するなど、健康
づくりの取り組みや社会活動を通じて、明るく楽しい日々を過ごせるよう
一丸となって活動しています。
　　　　　　　　　　          　　　　　　　竜王町老ク連　山本　温子 

   高齢になると暮らしの中で不自由に感じることが増えてきます。特に、
ひとり暮らしや高齢者世帯ではちょっとした困り事が負担となり、自立し
た生活が困難になってしまうことも少なくありません。そこで、同世代の
仲間がどのようなことに困り、私たちに何ができるのかを考えるため、県
老ク連で調査を行いました。
   調査は平成 24 年 9 月～ 25 年 3 月に各市町老ク連と女性委員を通じて
行い、1,971 人から回答をいただきました。ご協力ありがとうございまし
た。
   調査結果を基に、身近な「困り事」についても話し合い、クラブでどの
ようなことができるのかを考え、みんなで支え合う、誰もが住みやすい地
域づくりの取り組みを始めましょう。

高齢者の「暮らし支え合い」についてのモニター調査に
ご協力ありがとうございました。

女性委員会の取り組み

【アンケート項目】※ひとり暮らしと高齢者夫婦世帯対象
　１．健康状態について　　  　　２．近隣のつきあいについて	
　３．手伝ってもらいたいことについて　４．手伝えることについて
　５．「暮らし支え合い」を広げていくためには
　６．日頃「不安」に思うこと
※以下、３～６の項目についての概要を紹介します。

手伝ってもらいたいこと　　■現在　□将来

声
か
け

話
し
相
手

ゴ
ミ
出
し

家
具
移
動

庭
木
の
手
入
れ

買
い
物
付
き
添
い

食
事
の
支
度

情
報
収
集

ペ
ッ
ト
の
世
話

そ
の
他

蛍
光
灯
・

電
球
交
換

草
取
り

家
電
修
理

手伝えること　　　　　　　■現在　□将来

声
か
け

話
し
相
手

ゴ
ミ
出
し

家
具
移
動

庭
木
の
手
入
れ

買
い
物
付
き
添
い

食
事
の
支
度

情
報
収
集

ペ
ッ
ト
の
世
話

そ
の
他

蛍
光
灯
・

電
球
交
換

草
取
り

家
電
修
理

今後支え合いを広げていくためにはどうすればよいですか

日頃から声かけや交流の機会を増やす
どんなことに困っているか調べる

お手伝いに際し利用料を決める

利用のわかりやすいルールを作る

無理をしない
若い人（非会員）にも協力を呼びかける

その他

無回答

お手伝いを無償で行なう（利用料をとらない）

（何ができるか）お手伝いできることを伝える

市町老ク連　女性部の活動

あなたが日頃「不安」に思うことは何ですか

収入が減ること
支出が増えること

財産管理のこと
病気になること

介護が必要になること
身の回りのことができなくなること

家事ができなくなること
外出の機会が少なくなること

回覧物や書類がわかりづらいこと
行政や金融機関などの申請、手続き

住居設備が不十分で高齢者には暮らしにくいこと
その他
無回答

悪質商法にだまされること
悪質商法以外の犯罪にあうこと

災害（緊急時）の対応
配偶者のこと

孤独になること
孤独死（孤立死）
交通事故にあうこと

（複数回答）

（複数回答）

紙面の都合により抜粋して掲載しました。
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私
の
義
母
は
八
十
五
歳
の

時
、
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
以

来
、
寝
た
き
り
で
介
護
保
険
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
、

九
十
七
歳
で
す
が
、
健
康
寿
命

は
八
十
五
歳
で
止
ま
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
の
滋
賀

県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

八
〇
・
五
八
歳
（
全
国
二
位
）、

女
性
八
六
・
六
九
歳
（
全
国

十
二
位
）
で
す
が
、
健
康
寿
命

は
男
性
七
〇
・
六
七
歳
（
全
国

十
八
位
）、
女
性
七
二
・
三
七

歳
（
全
国
最
下
位
の
四
十
七

位
）
で
し
た
。
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
は
、
滋
賀
県
の

男
性
は
九
・
九
一
歳
、
女
性
は

一
四
・
三
二
歳
と
な
り
、
こ
の

期
間
は
「
不
健
康
な
期
間
」
と

言
え
、
こ
の
年
月
が
長
い
ほ
ど

医
療
費
や
介
護
費
用
等
が
増
大

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

老
ク
連
で
は
健
康
づ
く
り
活

動
と
し
て
、
健
康
教
室
（
年
十

回
）、
男
性
ク
ッ
キ
ン
グ
（
年

八
回
）、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
年
四
回
）、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

（
年
十
回
）、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
介

護
予
防
研
修
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
「
老
化
も
気
か
ら
」
と
言
わ

れ
、
前
向
き
な
人
は
老
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
女
性

料
理
、
マ
ジ
ッ
ク
、
絵
手
紙
、

盆
栽
等
の
活
動
に
も
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
仲
間
と
と
も
に
自
分
ら
し

く
輝
い
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
い
き

い
き
暮
ら
す
「
生
涯
元
気
」
の

た
め
に
、「
健
康
づ
く
り
」
と

と
も
に
、「
仲
間
づ
く
り
」と「
ふ

れ
あ
い
」
を
意
識
し
、
魅
力
あ

る
老
ク
連
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
村
西
美
惠
子
）

　

平
成
二
十
四
年
度
、
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
高
齢

者
相
互
支
援
活
動
事
業
を
行
い

ま
し
た
。
音
楽
家
の
平
田
美
音

子
先
生
と
ピ
ア
ノ
演
奏
の
佐
々

木
愛
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
の
「
歌
っ
て
・
笑
っ
て
健
康

づ
く
り
、
会
場
全
体
が
舞
台
で

す
」
は
大
き
な
反
響
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
感
動
し
ま
し
た
。

自
分
が
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い

る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

の
声
に
応
え
て
、
今
度
は
県
老

ク
連
の
介
護
予
防
活
動
支
援
事

業
に
手
を
挙
げ
「
歌
の
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

歌
う
こ
と
は
健
康
づ
く
り

「
腹
筋
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
」「
立

ち
姿
勢
を
美
し
く
」「
こ
と
ば

の
意
味
を
わ
か
っ
て
歌
っ
て
下

さ
い
」
と
平
田
先
生
の
厳
し
い

指
導
が
続
き
ま
す
。
年
齢
を
感

じ
さ
せ
な
い
先
生
の
態
度
や
姿

勢
、
指
導
を
受
け
る
気
持
ち
よ

さ
を
覚
え
ま
す
。「
参
加
し
た

ら
一
カ
月
は
頑
張
れ
ま
す
」
と

生
徒
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
指

導
二
時
間
、
平
田
マ
ジ
ッ
ク
は

心
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
向
性
は
、

「
前
向
き
に
学
び
、
社
会
参
画

す
る
」
こ
と
。
老
人
ク
ラ
ブ
が

定
年
後
の
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
場
に
な
る
よ
う
、
県
老
ク
連

と
と
も
に
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、

集
っ
て
、
健
康
な
仲
間
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
小
枝
美
代
子
）

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、
各市町老ク連、支部、ブロック・学区老ク連及
び単位クラブへの「健康づくり事業」の一つと
して健康づくり推進員による出前講座を行って
います。
　内容は、
①ニュースポーツ
②健康体操
③体力測定
④料理講習会　
　などで会員皆様の健康づくりをサポートして
います。今年度は、85 回（11 月末現在）の出
前講座を実施し、好評を得ています。
　出前講座への健康づくり推進員・講師の派遣
費用（謝礼・交通費・資料代など）は県老ク連
が負担します。

だより

お申込みは
市町老ク連事務局を通じて、県老ク連まで

～いつまでも　いきいきと自分らしく過ごすために～

健康づくり推進員

『年をとって動きにくくなるのは仕方がない』とあきらめていませんか？

この事業について詳しいことは、市町老ク連または県老ク連までお問い合せください。

　介護が必要となる原因の４割が老化や不活発な生活といわれて
いますが、ちょっとした生活の工夫で過度の老化を防ぎ、自分で
できることの範囲を広げていくことができます。これが介護予防
です。

　県老ク連では、滋賀県健康長寿課と連携して、老人クラブぐる
みの介護予防活動（健康づくり）を支援する事業「介護予防活動
支援事業」を行っています。
　事業の内容としては、体力づくりのためのスポーツ用具等の購
入費、健康づくりのための各種講習会の開催費用等の補助を中心
に県が健康づくり財団に委託して行なう健康運動指導士等による
介護予防の出前講座や研修会についても、協力して進めています。

平
成
24
年
度
は
、
県
下
の
75
ク
ラ
ブ
が
、

介
護
予
防
活
動
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
活
動
例
】

い
つ
も
前
向
き
健
康
寿
命
を
の
ば
す

草
津
市
老
ク
連

愛
荘
町
秦
荘
老
ク
連

男性の介護予防教室（竜王町）

健康ウォーキング（湖南市） 水中ウォーキング（野洲市）

男性の料理教室（甲良町）
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私
た
ち
の
学
区
が
今
年
度
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
会
長
賞

「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
傘
下
会
員
の

協
力
と
活
躍
は
も
と
よ
り
、
県
・

市
老
ク
連
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

日
頃
か
ら
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一
、
役
員
会
の
活
性
化

　

従
来
は
学
区
の
諸
団
体
役
員
就

任
を
は
じ
め
、
学
区
老
ク
連
事
業

す
べ
て
会
長
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
現

在
は
学
区
内
諸
団
体
役
員
は
み
ん

な
で
分
担
し
、
年
度
計
画
に

定
め
ら
れ
た
事
業
は
専
門
部

会
（
健
康
増
進
活
動
推
進
・

交
通
安
全
活
動
推
進
・
奉
仕

文
芸
活
動
推
進
）
の
部
会
長

（
役
員
分
担
）
が
、
各
単
ク

の
専
門
委
員
を
招
集
し
責
任

を
も
っ
て
立
案
し
、
月
例
役

員
会
の
承
認
を
得
て
実
施
ま

で
行
う
。
結
果
会
長
は
大
変

楽
に
な
り
、
ま
た
学
区
と
し
て
活

動
が
活
発
と
な
り
活
性
化
さ
れ

た
。
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
単
ク
は
併

せ
て
独
自
に
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
、
具
体
的
な
活
動
内
容

　

☆
健
康
づ
く
り
活
動

　
　

健
康
講
座
（
年
二
回
）

　
　

歩
こ
う
会
（
年
五
回
）

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
二
回
）

　
　

体
力
測
定
記
録
会（
年
一
回
）

　
　

ゴ
ル
フ
大
会
（
年
二
回
）

　

☆
交
通
安
全
活
動

　
　

交
通
安
全
教
室
（
年
一
回
）

　

☆
奉
仕
文
芸
活
動

　
　

公
園
清
掃
奉
仕
活
動（
月
一
回
）

　
　

福
祉
バ
ス
研
修
旅
行（
年
一
回
）

　
　

子
ど
も
交
流
会
（
年
二
回
）

　
　

青
少
年
育
成
街
頭
啓
発
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
二
回
）

　
　

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
一
回
）

　
　

ポ
イ
捨
て
防
止
街
頭
啓
発
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
一
回
）

三
、
新
ク
ラ
ブ
加
入
促
進

　

昨
年
は
新
し
い
ク
ラ
ブ
の
加
入

で
学
区
活
動
が
明
る
く
な
り
活
性

化
に
寄
与

四
、
退
会
ク
ラ
ブ
復
帰
活
動

　

当
学
区
に
は
三
ク
ラ
ブ
の
退
会

が
過
去
に
あ
り
、
自
治
会
長
に
協

力
を
呼
び
か
け
な
が
ら
二
年
後
を

め
ど
に
復
帰
成
功
目
指
し
て
働
き

か
け
を
続
け
て
い
く
。

五
、
Ｐ
Ｒ
活
動

　

公
民
館
だ
よ
り
を
活
用
し
､
学

区
全
域
に
行
事
の
た
び
に
参
加
呼

び
か
け
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
受
賞
を
誇
り
と
し
て
、
今

後
一
層
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
性
化
さ

せ
、
受
賞
に
恥
じ
な
い
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
村　
　

修
）

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
市
老
連

へ
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖

大
橋
の
た
も
と
、
佐
川
美
術
館
や

レ
ー
ク
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
の
近
く

に
位
置
す
る
私
た
ち
の
自
治
会

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
新
し
い
環
境

の
住
み
や
す
い
街
を
意
味
す
る

「
ネ
オ
・
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
」
と
称

し
ま
す
。

　

全
戸
三
六
〇
戸
、
人
口

一
二
〇
〇
人
余
り
、
平
均
年
齢

二
十
七
歳
代
と
若
く
、
小
学
生

二
三
〇
名
余
り
、
中
学
生
一
〇
〇

名
余
り
、
そ
の
中
で
六
十
五
歳
以

上
は
五
十
名
ほ
ど
で
、
全
人
口
の

四
%
台
、
そ
の
約
半
分
が
さ
ざ
な

み
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
う
し

た
若
い
自
治
会
を
支
え
る
立
場
に

あ
る
私
た
ち
は
、特
に
子
ど
も
会
、

P
T
A
役
員
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
地

域
子
供
安
全
リ
ー
ダ
ー
等
は
さ
ざ

な
み
会
メ
ン
バ
ー
で
ほ
ぼ
担
当
。

さ
ら
に
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉

協
力
員
、
健
康
推
進
員
、
地
域
環

境
推
進
委
員
な
ど
も
積
極
的
に
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
会
と
し
て
、
毎

月
の
例
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
花
壇
清
掃
な
ど
）
を
は
じ
め
、

絵
手
紙
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
定
期
的
に
開

催
。
そ
の
他
観
桜
会
、陶
芸
教
室
、

す
こ
や
か
サ
ロ
ン
で
県
内
研
修
と

し
て
出
か
け
、
と
て
も
有
意
義
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
締
め
く
く
り

と
し
て
毎
年
開
く
「
さ
ざ
な
み
会

作
品
展
」
に
は
、
町
内
は
も
と
よ

り
市
内
各
地
か
ら
多
く
の
方
に
鑑

賞
に
来
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
が
会

員
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
ま
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
林　
　

昌
宏
）

　

十
月
二
十
一
日
、
六
十
余
名
の

土
山
学
区
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
、

土
山
小
学
校
と
の
交
流
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
「
絵
手
紙
を
作
ろ
う
」「
将
棋
と

囲
碁
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

な
ど
七
種
目
で
児
童
と
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

伝
承
の
温
か
さ
を
知
っ
た
「
焼

き
芋
づ
く
り
」、瞳
が
輝
い
た
「
料

理
を
教
え
て
も
ら
お
う
」、
古
来

の
遊
び
を
知
っ
た
「
お
手
玉
遊

び
」
な
ど
に
児
童
た
ち
の
輝
い
た

目
と
元
気
を
感
じ
、
ク
ラ
ブ
員
も

若
返
っ
た
す
ば
ら
し
い
一
日
で
し

た
。

　

ぬ
か
る
ん
だ
道
で
も
い
つ
か
は

晴
れ
る
！

　

さ
み
し
く
て
涙
で
み
た
夕
焼
け
…

　

汗
水
流
し
て
働
く
父
の
背
中
を

見
て
！

　

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
た
ち
に
あ
る

だ
ろ
う
「
清
い
心
の
花
園
」
を
想

い
、
ク
ラ
ブ
員
が
知
識
・
経
験
・

心
を
生
か
し
て
、児
童
た
ち
の「
心

と
体
」
の
成
長
の
手
助
け
を
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
大
切
だ
と
し

み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

　

花
よ　

花
よ　

清
く
咲
け

　
　
　
　
　
　
　
（
水
野　
　

平
）

　
「
高
齢
化
集
落
で
老
人
の
担
う

役
割
は
」と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、

自
治
会
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
規
約

改
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
大

幅
改
定
に
は
至
ら
ず
、
会
員
の
増

員
対
策
も
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
集
落
の
有
志
（
元

気
な
高
齢
者
）
が
手
を
あ
げ
て
立

ち
上
げ
た
高
齢
者
を
支
援
す
る

「
大
野
木
長
寿
村
ま
ち
づ
く
り
会

社
（
非
法
人
）」
で
は
、
予
想
以

上
の
需
要
に
驚
き
、
自
分
た
ち
の

働
き
甲
斐
で
始
め
た
高
齢
者
ビ
ジ

ネ
ス
も
次
々
と
ア
イ
デ
ア
が
膨
ら

ん
で
、
現
在
で
は
五
十
人
ほ
ど
の

会
員
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
に
精

を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
ほ
と

ん
ど
の
人
た
ち
が
、
な
ぜ
か
老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
時
代
に
高
齢
者
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
の
で
す

が
、
み
ん
な
の
賛
同
を
得
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
運
営
で
は
、
今
の
世
で

は
ま
っ
た
く
動
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
目
的
を

持
っ
て
自
主
的
に
集
ま
っ
た
仲
間

な
ら
、
同
じ
高
齢
者
で
も
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
動
け
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
、
価
値

観
の
多
様
化
が
進
化
す
る
時
代
、

集
落
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
元
気
な
老
人
で
あ
り
老
人

ク
ラ
ブ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
…
。（
清
水　

清
市
）

大
津
市
老
ク
連

瀬
田
東
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

全
国
大
会
で
受
賞
し
て

花
よ
清
く
咲
け

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ

守
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
加
入
し
て

甲
賀
市
老
ク
連

土
山
支
部

米
原
市
老
ク
連

　
　
山
東
支
部

守
山
市
老
ク
連

ネ
オ
・
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
さ
ざ
な
み
会

　一般財団法人滋賀県老人クラブ連合会で
は、赤い羽根共同募金（社会福祉法人滋賀
県共同募金会）の助成を受けて、広報紙「い
きいき近江」を発行しています。

地
域
の

活
動
だ
よ
り

赤い羽根共同募金
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安
土
町
老
ク
連
は
、
今
年
二
月

の
演
芸
大
会
で
演
劇
「
波
瀾
万
丈

…
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
」
を
創

作
、
上
演
し
た
の
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
福
島
県
南
相
馬
市
を
訪
問
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
日

程
で
、
ス
タ
ッ
フ
二
十
八
名
が
上

演
の
準
備
を
し
て
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
七
八
〇
キ
ロ
の
長
距
離
を

十
二
時
間
か
け
て
南
相
馬
市
へ
向

か
い
ま
し
た
。
車
中
で
は
、
セ
リ

フ
合
わ
せ
な
ど
の
練
習
も
熱
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
福
島
県
に

入
っ
て
海
通
り
に
向
か
う
山
あ
い

の
地
で
目
に
し
た
も
の
は
、
原
発

汚
染
の
被
害
に
よ
り
、
耕
作
さ
れ

る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
荒
れ
た

田
畑
が
続
く
光
景
や
、
雑
草
が
生

い
茂
り
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た

集
落
で
、
誰
も
が
固
唾
を
飲
ん
で

見
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

到
着
し
た
翌
日
朝
八
時
か
ら
、

山
手
に
あ
っ
て
津
波
被
害
を
免
れ

た
公
演
場
所
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

舞
台
稽
古
を
行
い
、
十
時
と
二
時

の
二
回
公
演
に
備
え
ま
し
た
。

　

開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
冨

士
谷
近
江
八
幡
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
竹
ト
ン
ボ
、
千
羽
鶴
、
布
袋

な
ど
ク
ラ
ブ
会
員
有
志
の
心
の
こ

も
っ
た
手
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
っ
て
、
集
ま
ら
れ
た
皆
様
に

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
開
幕
で
す
。演
目
は
、

演
劇「
波
瀾
万
丈
パ
ー
ト
①
・
パ
ー

ト
②
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
」、

歌
、
舞
踊
、
お
笑
い
と
続
き
ま
す

が
、
汗
と
涙
で
熱
演
す
る
配
役
に

対
し
て
、
惜
し
み
な
い
拍
手
喝
采

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
演
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
江
州
音
頭
は
、
出

演
者
全
員
が
舞
台
か
ら
降
り
て
輪

を
広
げ
て
踊
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
観
客
の
皆
様
の
大
き
な
手
拍
子

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
南
相
馬
市
と
近

江
八
幡
市
の
友
好
親
善
が
深
ま
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

福
島
公
演
は
、
安
土
町
老
ク
連
が

誇
れ
る
活
動
で
あ
り
、
皆
の
宝
物

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
南
相
馬
市
の
皆
様
の

ご
健
勝
ご
多
幸
と
一
日
も
早
い
復

興
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
（
末
房　

松
三
）

　

立
入
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

特
徴
は
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
」
が
多
い
こ
と
で

す
。
地
域
の
子
ど
も
会
や
小
学
校

一
年
生
お
よ
び
五
年
生
、
そ
し
て

幼
稚
園
児
な
ど
と
「
昔
の
様
子
の

話
（
暮
ら
し
、
戦
争
、
地
域
）・

昔
の
遊
び
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

茶
巾
絞
り
・
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
、

お
餅
つ
き
」
な
ど
多
く
の
交
流
会

や
、
学
習
会
、
お
遊
び
に
楽
し
く

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お

か
げ
で
、
自
身
の
健
康
に
気
を
配

り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
元
気
を

貰
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
老
人

ク
ラ
ブ
に
期
待
し
て
下
さ
る
こ
と

が
一
番
の
喜
び
で
あ
り
、
社
会
貢

献
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
生
き
が
い
と
働
き
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
で
は
安
全
の
見
守
り
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
な
が
ら
一
年
一
年
子

ど
も
た
ち
が
逞
し
く
成
長
し
て
く

れ
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
親
御
さ

ん
と
同
じ
よ
う
に
本
当
に
楽
し
い

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が

十
有
余
年
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

他
地
域
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、
年

四
回
新
川
神
社
と
東
福
寺
の
清
掃

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
員
相
互
の
親
睦
と
組
織

の
強
化
を
図
っ
て
日
帰
り
旅
行
、

一
泊
旅
行
が
あ
り
ま
す
が
、
車
中

の
お
し
ゃ
べ
り
や
宴
会
で
の
盛
り

上
が
り
は
お
互
い
の
頑
張
り
を
い

た
わ
り
、
あ
り
が
と
う
の
感
謝
と

憩
い
の
ひ
と
時
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
四
十

年
代
初
期
に
隣
町
と
わ
が
町
と
の

合
同
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足

し
、
昭
和
四
十
八
年
に
地
区
別
老

人
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
二
十
五
年
度
は

四
十
年
目
の
節
目
の
年
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
七
十
四
名
で

す
が
、
さ
ら
に
会
員
数
の
増
加
と

若
干
な
り
と
も
若
年
化
を
は
か

り
、
さ
ら
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

割
を
考
え
、
か
つ
楽
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
な
る
よ
う
企
画
運
営

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
崎　
　

清
）

　

朝
六
時
二
十
分
に
な
る
と
、
草

の
根
広
場
に
「
お
早
う
」
の
元
気

な
朝
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、
会

員
が
集
ま
り
ま
す
。

　
『
新
し
い
朝
が
き
た
希
望
の
朝

だ
…
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
に
合
わ

せ
て
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。
夏
休

み
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

体
操
を
行
い
ま
す
。体
操
の
後
は
、

参
加
者
が
い
ろ
い
ろ
と
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
交
流
を
図
り
、
年
代

を
超
え
て
の
交
流
で
心
身
と
も
に

若
返
る
気
が
し
ま
す
。』

　

こ
れ
は
寺
尻
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら

の
報
告
で
す
が
、
日
野
町
老
ク
連

で
は
、
今
年
か
ら
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
、「
元
気
で
長
生
き
」

を
合
い
言
葉
に
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
夏
休
み
に
は
ラ
ジ

オ
体
操
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
野
地

区
で
は
、
地
区
の
取
り
組
み
と
し

て
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
ら
れ
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

実
施
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
シ
ル
バ
ー
大
学

の
内
容
に
、
健
康
に
関
す
る
講
座

を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
第

二
回
は
、
滋
賀
医
科
大
学
の
瀧
川

教
授
に
「
高
齢
者
の
心
の
病
」
と

題
し
、
う
つ
病
に
関
す
る
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。第
四
回
に
は
、

地
元
開
業
医
の
河
村
先
生
に
、「
高

齢
者
の
健
康
」
と
題
し
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
野
町
老
ク
連
は
、
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
と
、
日
野
の
歴
史

な
ど
も
学
習
し
、
奉
仕
・
友
愛
活

動
の
推
進
で
地
域
づ
く
り
な
ど
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
遠
城　

輝
雄
）

　

米
原
市
山
東
老
ク
連
に
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
事
業
と
し
て
二
つ

の
活
動
が
あ
り
、
会
員
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
は
「
す
べ
て
の
人
に
花
の

心
を
」
を
合
い
言
葉
に
平
成
八
年

に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ベ

ゴ
ニ
ア
を
、
秋
に
は
パ
ン
ジ
ー
と

ビ
オ
ラ
を
、
種
ま
き
か
ら
ポ
ッ
ト

へ
の
仮
植
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
定

植
ま
で
苗
を
育
て
ま
す
。
作
業
は

和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
て
進
め
ら
れ
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に
定
植
し
た
花

は
各
字
や
公
共

施
設
に
お
配
り

し
ま
す
。
中
に

は
ポ
ッ
ト
の
ま

ま
で
お
届
け
す

る
所
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
四

年
前
か
ら
苗
の

販
売
も
手
が
け

て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
の

活
動
は
「
う
ど

ん
コ
ー
ナ
ー
三

島
食
堂
」
の
運

営
で
す
。
山
東

地
域
に
あ
る
三

島
池
は
逆
さ
伊

吹
を
映
し
、
春

の
桜
、
越
夏
す
る
鴨
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
水
鳥
と
四
季
折
々
に
美
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

大
阪
、
名
古
屋
あ
た
り
か
ら
写

真
愛
好
家
や
キ
ャ
ン
バ
ス
を
持
っ

た
人
が
訪
れ
ま
す
が
、
食
べ
る
所

が
な
い
と
い
う
の
で
昭
和
六
十
一

年
に「
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
番
を
決
め
て
運
営
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
当
番
同
士
の
親
睦
も

深
ま
る
上
に
、
常
連
さ
ん
や
地
域

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
と
世
間
話
を

す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
中　

茂
樹
）

安
土
町
老
ク
連

東
日
本
大
震
災
被
災
地

支
援
演
劇
公
演
を
終
え
て

米
原
市
山
東
老
ク
連

日
野
町
老
ク
連

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と

　
　
　
　
三
島
食
堂

ラ
ジ
オ
体
操
で
、

　
元
気
で
長
生
き

守
山
市
老
ク
連

立
入
町
老
人
ク
ラ
ブ

地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い

ぼ
く
ら
の

体
験
紀
行
。

ぼ
く
ら
の

体
験
紀
行
。

琵
琶
湖
博
物
館

淡水水族展示として日本最大級のトンネル水槽。
水族展示室には、ふれあい体験コーナーもあり、
水槽の中に手を入れて、魚に直接ふれることができる。

淡水水族展示として日本最大級のトンネル水槽。
水族展示室には、ふれあい体験コーナーもあり、
水槽の中に手を入れて、魚に直接ふれることができる。

トンネル水槽トンネル水槽

【開館時間】９：３０～１７：００　【休館日】月曜日 ホームページ　http://www.lbm.go.jp/

農村の暮らしと自然農村の暮らしと自然

昔の水利用の工夫など、
昭和３０年代の湖周辺の
くらしを見ることができる。

昔の水利用の工夫など、
昭和３０年代の湖周辺の
くらしを見ることができる。

077ー568ー4811（代）〒５２５ー０００１ 草津市下物町１０９１

大人／750円（600円）
高・大学生／400円（320円）

小・中学生／無料
※（　）内は20名以上の団体料金

観
覧
料

地
域
の

　
　
　
活
動
だ
よ
り
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甲
賀
市
土
山
町
黒
川
に
は
、
地

域
の
大
宮
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
祭

礼
行
事
と
し
て
、
江
戸
時
代
初
期

頃
の
雨
乞
い
と
そ
の
返
礼
の
踊
り

を
起
源
と
す
る
「
太
鼓
踊
り
」
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
た
、
こ
の
華
や
か
で
勇
壮

な
踊
り
は
、
地
域
の
集
落
ご
と
に

花
笠
を
か
ぶ
っ
た
太
鼓
打
ち
や
ホ

ラ
貝
吹
き
、
鬼
の
面
を
着
け
軍
配

を
持
っ
た
棒
振
り
、
歌
出
し
、
警

護
、
歌
役
な
ど
の
役
割
を
決
め
、

各
役
が
そ
れ
ぞ
れ
衣
装
を
つ
け

て
、
ホ
ラ
貝
を
吹
き
、
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
な
が
ら
神
社
に
向
け
て

行
列
し
て
い
き
ま
す
。

　

途
中
、四
集
落
を
二
分
し
た
上
・

下
の
組
が
顔
を
合
わ
せ
る
「
出
会

い
」
の
儀
式
で
は
、
棒
振
り
同
士

が
牽
制
し
合
っ
て
ぶ
つ
か
る
よ
う

な
激
し
さ
も
あ
り
、
過
去
に
は
鬼

の
面
が
割
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
青
年
層

が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
今
日

ま
で
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
が
、

年
々
若
者
が
減
っ
て
踊
り
手
も
少

な
く
な
り
、
後
世
へ
の
伝
承
が
心

配
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
た

め
、
経
験
豊
か
な
老
人
ク
ラ
ブ
の

人
た
ち
が
、
熱
い
思
い
を
も
っ
て

花
笠
や
飾
り
づ
く
り
を
行
い
、
ま

た
太
鼓
の
打
ち
方
、
ホ
ラ
貝
の
吹

き
方
な
ど
を
、
若
者
や
子
供
た
ち

に
教
え
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
途
中
途
絶
え
て
い
た

「
順
役
踊
り
」
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
高
齢
者
の
記
憶
だ
け
を
頼
り

に
、
若
手
に
立
ち
上
が
っ
て
も
ら

い
指
導
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
ヨ 

ー
じ
ゃ
ん　

や
く
や
ー
」

の
唄
が
宮
ノ
森
に
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
落
合　

道
夫
）

　
「
創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て

～
心
豊
か
な
２
１
世
紀
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
十
月
四
日
、
町
公
民

館
に
お
い
て
約
三
〇
〇
名
の
参
加

を
得
て
第
六
回
竜
王
町
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
私
た

ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
か
ら
も

一
層
、
自
助
、
共
助
の
精
神
を
発

揮
し
、地
域
の
担
い
手
と
し
て「
ゆ

と
り
」「
う
る
お
い
」「
や
す
ら
ぎ
」

に
満
ち
た
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
会
第
一
部
の
式
典
で
は
、
開

会
の
こ
と
ば
、物
故
者
へ
の
黙
祷
、

町
民
憲
章
の
唱
和
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
育
成
功
労
者
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
の
表
彰
を
行
い
、

金
婚
者
へ
の
祝
詞
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
竹
山
町
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
に
つ

づ
い
て
、
大
会
宣
言
が
高
々
と
読

み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
の
賛

成
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
研
修
で
は
、
順
天
堂

大
学
名
誉
教
授　

武
井
正
子
先
生

か
ら
、「
シ
ニ
ア
エ
イ
ジ
の
運
動

に
よ
る
健
康
づ
く
り
～
い
つ
ま
で

も
自
立
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
～
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
軽
な
運
動
、
身
体
を
使
っ
て

の
講
演
で
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
、
大
変
有
意
義
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
若
井　

冨
嗣
）

　

本
年
の
事
業
活
動
に
つ
い
て

は
、
特
に
例
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
健
康
（
自
助
）、
支
え
合
い

（
共
助
）
に
つ
い
て
、
仲
間
同
士

の
協
力
や
励
ま
し
合
い
な
ど
、
介

護
予
防
の
一
助
と
し
て
、「
寝
た

き
り
老
人
介
護
者
慰
問
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
で

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
介
護
さ

れ
て
い
る
介
護
者
に
元
気
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
一

月
の
友
愛
訪
問
に
合
わ
せ
て
粗

品
を
贈
っ
て
激
励
す
る
取
り
組
み

で
す
。
ま
た
、
三
年
前
か
ら
地
域

に
お
け
る
見
守
り
活
動
（
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
）
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
会

員
の
方
々
に
、
手
書
き
の
暑
中
見

舞
い
と
年
賀
状
を
心
を
込
め
て
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

友
愛
訪
問
の
声
か
け
活
動
や
公

共
施
設
の
清
掃
活
動
な
ど
は
、
各

単
位
ク
ラ
ブ
で
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
山
積
す
る
問
題
の
解
決
や
連

合
会
の
活
力
を
高
め
て
取
り
組
み

の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
、
行
政
の

指
導
や
援
助
に
も
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
さ
さ
や
か
な

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
支
え
合
い
が
、
高
齢
者

（
八
十
歳
以
上
）
の
方
々
へ
の
激

励
に
な
り
元
気
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

で
き
得
れ
ば
、
老
い
も
若
き
も

手
を
取
り
合
っ
て
笑
顔
で
協
力
し

合
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
進
士　

良
治
）

文
化
の
伝
承
～
黒
川

の
花
笠
太
鼓
踊
り
～

甲
賀
市
老
ク
連
土
山
支
部

上
の
平
・
中
の
組
・
川
西
・
市
場
老
人
ク
ラ
ブ

　　　　　知らない業者から電話がかかり、「オリンピック関連企業への投資のパンフレットが全国500名
限定で送付される。もしあなたに届いたら、権利を譲ってほしい」と言われた。さらに、「パンフレット到着後に
電話をくれたら、オリンピックの入場券をプレゼントする」とも言われたが、信用できるでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(60代　女性）

　　　　　過去にＡ社の未公開株を30万円で購入していたが、先日、Z証券会社の担当を名乗る者から
「オリンピック開催が決定して、Ａ社の株価が10倍になったので売らないか」と電話があり、売ることにした。
「売却代金を送金する保険料として30万円必要」と言われ振り込んだが、その後も手数料等の名目で請求が
続き、とうとう貯金が底をついてしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代　男性）

「東京オリンピック」を悪用した詐欺的トラブルに注意！ 「東京オリンピック」を悪用した詐欺的トラブルに注意！ 「東京オリンピック」を悪用した詐欺的トラブルに注意！ 

【祝日・年末年始を除く ９時１５分～１６時】

消 費 者ホットライン
滋賀県消費生活センター 0749ー23ー0999 

0570ー064ー370 ゼロゴーナナゼロ　守ろうよ　みんなを！

「おかしいな…」「困ったな」と思ったら、まずは消費生活相談窓口にご相談ください。

事例1

事例2

2020年の東京オリンピック開催決定に伴い、関連した詐欺的トラブルの相談が寄せられています。
悪質業者は、話題となっている出来事を悪用して近づいてきます。
今後東京オリンピックに関連したトラブルはさらに増えてくると考えられますので、十分注意するようにしましょう。
いったんお金を払ってしまうと、取り戻すのは非常に困難です。だまされない方法は、日頃から「だまされるかも」と思っておくこと。
うまい話を持ち掛けられても安易に信用せず、少しでも不審に思ったときは、お金を払う前に、お住まいの市町の消費生活センター等に
ご相談ください。

第
六
回
竜
王
町
老
人

ク
ラ
ブ
大
会

竜
王
町
老
ク
連

会
員
相
互
の
支
え
合
い

と
励
ま
し
合
い

高
島
市
老
ク
連

新
旭
支
部
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中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

ま
ず
感
謝
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
の
基
調
報
告
に

お
け
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の

三
ケ
年
活
性
化
計
画
の
総
括
は
概

ね
予
想
さ
れ
た
と
お
り
で
し
た

が
、
社
会
の
状
況
と
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
つ
い
て
の
項
目
で
は
、
超

高
齢
化
、認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、

医
療
、
介
護
機
能
の
「
施
設
か
ら

地
域
へ
」「
医
療
か
ら
介
護
へ
」

の
変
遷
、
こ
れ
に
伴
う
地
域
で
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
の

増
大
と
い
っ
た
内
容
に
特
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。

　

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、「
高

齢
者
生
き
が
い
活
動
促
進
事
業
」

（
平
成
二
十
五
年
度
厚
生
労
働
省

モ
デ
ル
事
業
）
が
ス
タ
ー
ト
。
ま

た
、
社
会
保
障
国
民
会
議
に
お
い

て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
通
じ
た
介
護
予
防

の
推
進
」「
介
護
度
が
軽
い
高
齢

者
は
見
守
り
・
配
食
な
ど
の
生
活

支
援
が
中
心
に
な
り
、
保
険
給

付
か
ら
地
域
包
括
計
画
と
一
体
と

な
っ
た
事
業
」
へ
の
移
行
と
な
る

傾
向
が
伺
え
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
お
か
れ
て
い
る

現
状
を
考
察
し
な
が
ら
、
厚
労
省

老
健
局
振
興
課
の
「
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
を
受
講
し
て
、

今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
社
会
的

期
待
の
内
容
が
十
分
理
解
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
常
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
彦
根
市
に
お
け

る
高
齢
者
福
祉
の
基
本
で
あ
る
、

第
五
期
（
平
成
二
十
四
年
度
～

二
十
六
年
度
）
彦
根
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
地
域
の
支
え
合
い
の
中

で
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
高
齢
者
組
織
の
育
成
が
提
唱

さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
生
き

が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
通

じ
て
、
ね
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

の
介
護
予
防
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、単
位
（
地
域
）

ク
ラ
ブ
や
連
合
会
組
織
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
会

員
数
の
減
少
や
ク
ラ
ブ
の
解
散
が

あ
り
、
組
織
の
強
化
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
が
実
施
す

る
友
愛
活
動
、健
康
づ
く
り
事
業
、

社
会
奉
仕
活
動
に
対
し
て
支
援
す

る
。
ま
た
、
次
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

と
、
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

次
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
し
い

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
、
ま
さ
に

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
に
、
各

学
区
の
代
表
で
あ
る
連
合
会
理
事

と
学
区
の
友
愛
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

に
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
単
位
で
、
連
合
会
に
所
属
し

て
い
な
い
単
位
ク
ラ
ブ
に
も
誘
い

か
け
て
研
修
会
を
開
催
し
て
、
今

後
の
対
応
組
織
を
強
化
す
る
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
先
だ
っ
て
の
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
宣
言
に
も

あ
り
ま
す
「
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相

互
の
支
え
合
い
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
…
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ

る
中
で
、
制
度
を
支
え
る
一
員
と

し
て
、
能
力
に
応
じ
た
責
任
を
果

た
し
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
に

通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
活
動
は
、
ま
さ
に
こ
の
方
向

に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
山
道
沿
い
に
、
東
西
に
細
長

い
九
十
戸
ほ
ど
の
小
集
落
南
三
吉

区
が
あ
り
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
会

員
数
は
八
十
一
名
で
、
人
口
に
占

め
る
割
合
は
約
四
分
の
一
で
す
。

　

南
三
吉
区
に
は
、
八
坂
神
社
、

八
幡
神
社
、
日
吉
神
社
、
十
禅
社

の
四
つ
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
小
集
落
に
、
な
ぜ
四
つ
も
神
社

が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
明
治
十
二

年
に
三
集
落
が
合
併
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
こ
の
四
神
社
の
し

め
縄
づ
く
り
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
大

事
な
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
め
縄
は
、
鳥
居
用
の
大
し

め
縄
（
長
さ
五
～
七
メ
ー
ト
ル
）

を
三
本
、本
殿
等
の
細
し
め
縄（
三

～
十
一
メ
ー
ト
ル
）
を
十
本
、
ほ

か
に
、
エ
ビ
と
呼
ぶ
長
さ
一
メ
ー

ト
ル
の
飾
り
を
七
本
作
り
ま
す
。

し
め
縄
づ
く
り
に
は
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
一
台
分
く
ら
い
の
餅
米
の
藁
を

使
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
餅
米

を
作
る
農
家
が
少
な
く
な
っ
た
の

で
、
田
植
え
の
時
か
ら
農
家
に
藁

の
提
供
を
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
十
一
月
末
頃
の
し
め
縄
づ
く

り
は
、
男
性
会
員
が
参
加
し
て
四

時
間
く
ら
い
で
完
成
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
主
要
行
事
と
し

て
は
、
こ
の
し
め
縄
づ
く
り
の
ほ

か
、
集
会
所
な
ど
の
葉
刈
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
日
帰
り
研
修

旅
行
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
し
め
縄
づ
く
り
で
年
間
の
大

半
が
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
こ
の
ク
ラ
ブ
も
、
会
員
の
高

齢
化
や
会
員
数
が
減
っ
て
き
て
お

り
、
特
に
男
性
会
員
が
少
な
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
男
手
が
必
要
な

葉
刈
り
作
業
や
し
め
縄
づ
く
り
が

い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
心
配
は

尽
き
ま
せ
ん
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
（
土
川　

豊
男
）

知ってる？ 
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★ 手続きの有無や方法など詳しくは、お住まいの市町の後期高齢者医療担当課までお問い合わせを ★ 

一人ひとりが保険料を支払います 
●まずは納付書、それから年金～保険料支払いのルール 
　後期高齢者医療制度では、年金からのお支払いや納付書で 
一人ひとりが保険料を支払います。 

※年金からのお支払いは自動的に切り替わりますが、お支払いの開始時期は
　お住まいの市町によって異なります。
※年金額により年金からのお支払いができなかったり、何らかの事情で年金払い
　から納付書払いに切り替わることもあります。

　　　制度に加入してしばらくの間は、市役所・町役場から送られてくる納付書 
でのお支払いとなります。 最初から年金からのお支払いにはなりません。 
注意！ 

注意！ 　　　国民健康保険とは別の制度であるため、国保料（税）の振替
口座から、自動的に引き落とすことはできません。（振替口座の登録
手続きについては、お住まいの市町の担当課で受け付けています。）

●国保料（税）の口座は引き継がれません 
　保険料は、口座振替によるお支払いも可能ですが、 
振替口座の登録が新たに必要となります。 

病気やけがのとき、安心して医療を受けるために 

　７５歳の誕生日から、すべての方が自動的に後期高齢者医療制度 
に加入します。 家族が勤める会社の健康保険などの扶養には 
入れなくなります。 また、配偶者などご家族をご自身の扶養に入れる 
こともできません。 

●個人単位で加入します 

※今まで扶養されていたご家族は、国民健康保険等への加入が必要です。 

　各種手続きや問い合わせの窓口は市役所・町役場ですが、 
国民健康保険とは別の制度です。 

●国民健康保険とは違います 

　『後期高齢者医療制度』は、７５歳以上の方が加入する 
公的な医療制度です。 

●７５歳以上の高齢者のための医療制度です 

　制度を運営する『滋賀県後期高齢者医療広域連合』では、病院 
などの窓口で提示する「保険証（被保険者証）」を発行したり、高額療養 
費などを給付したりしています。 

※６５歳以上で一定の障害があると広域連合が認めた方も含みます。 

米
原
市
米
原
老
ク
連

南
三
吉
和
風
会

し
め
縄
づ
く
り
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
手
で

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

彦
根
市
老
ク
連
　
北
沢
　
浩
治
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平成25年10月1日改定
〈平成25年9月1日以降のお申込みから適用〉

〈引受幹事保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社  
　            （担当課）医療・福祉法人部  法人第二課  電話番号 03-3515-4144

■この広告は老人クラブ傷害保険（老人クラブ団体傷害保険特約付帯普通傷害保険・普通傷害保険）の概要についてご紹介したものです。詳細は、「募集案内チ
ラシ（平成25年10月1日改定）」「重要事項説明書」「ご加入の際の注意事項」をお読みください。ご不明な点等がありましたら、取扱代理店、引受保険会社ま
でお問い合わせください。全老連保険係ホームページ（http://www.senior-ltd.com/）でもご確認いただけます。

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社  電話番号 03-3597-8768
FAX番号 03-3597-8767

老人クラブ会員の皆さまへ
ケガの

老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険のご案内

クラブ活動中と
その往復途上のケガを補償
クラブ活動中と
その往復途上のケガを補償

円円

年間掛金クラブの
行事や活動に
よく出かける 

充実補償の もあります。
さらに 年間掛金

円1,000 円2,000
年間掛金

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額
（1事故につき30日限度）

通院保険金日額
（1事故につき30日限度）

補　
償　
内　
容

補　

償　

な　

し

45万円

45万円

1,000円

650円

年間掛金 500円

活動中以外の
ケガの場合

・・活動中の
ケガの場合ケガをしたときの状況

という方におすすめ

クラブ活動型
クラブ活動型

日常生活全般のケガを補償日常生活全般のケガを補償

年間掛金

円円

充実補償の もあります。
さらに

円5,000 円10,000
年間掛金 年間掛金

45万円

45万円

1,000円

650円

91万円

750円

500円

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額
（1事故につき30日限度）

通院保険金日額
（1事故につき30日限度）

補　
償　
内　
容

（注2）

（注1）

（注2）

（注1）

年間掛金 3,500円

ー

136万円

45万円

1,750円

1,150円

クラブ活動型 24時間型

という方におすすめ

24時間いつでも、
どこでも
ケガが心配

総 合 型

チェック □ 総合型のクラブ活動中のケガの場合は、 の合計　　　　　　の補償額が支払われます。

□ 総合型のクラブ活動中以外のケガの場合は、 のみの補償額が支払われます。
・・

白　地 薄いグレー 黒  色

薄いグレー

総合型

活動中以外の
ケガの場合

・・活動中の
ケガの場合ケガをしたときの状況

03-3597-8770公　益
財団法人

※総合型の掛金・補償額は、職種級別A（無職、事務職等）の方を対象にしたものです。職種級別B（農林業作業者等）の方は、掛金、補償額が変更になりますので、代理店
または保険会社までお問い合わせください。

（注1）後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～
100％が支払われます。）

（注2）手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
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◆該当する「テーマ」を明記し、400 字程度でお願いします。
①健康づくり②友愛活動③奉仕活動④伝承活動⑤世代間交流活動⑥組
織の活性化⑦魅力ある老人クラブ⑧その他のテーマ（雑感含む）

◆各号お一人様または１団体１作品とさせていただきます。
◆原稿締切…特にありません。◆原稿等送付先　〒 525-0072　　
草津市笠山７丁目８番 138 号 県立長寿社会福祉センター内
　　　　　　　　　　　　　　滋賀県老人クラブ連合会事務局

会員のページ「ひろば」の原稿募集要領

　
「
創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て

～
心
豊
か
な
２
１
世
紀
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
究

集
会
を
開
催
。「
ゆ
と
り
」「
う
る

お
い
」「
や
す
ら
ぎ
」
に
満
ち
た

心
豊
か
な
社
会
と
な
る
よ
う
「
健

康
な
高
齢
者
像
」
の
創
造
と
、「
歴

史
と
体
験
を
共
有
す
る
高
齢
者
相

互
の
連
帯
」
を
掲
げ
、
市
内
各
単

位
ク
ラ
ブ
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
等
約

二
百
数
十
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
事

件
や
事
故
、
い
じ
め
や
虐
待
等
が

多
発
し
て
い
る
折
か
ら
、
湖
南
三

山
の
長
寿
寺
に
入
寺
さ
れ
た
藤
支

先
生
を
講
師
に
招
い
て
心
の
問
題

を
テ
ー
マ
に
研
修
し
ま
し
た
。
先

生
の
「
忘
れ
そ
う
な
大
切
な
心
」

と
題
す
る
講
演
を
拝
聴
し
、
す
べ

て
に
感
謝
の
心
を
培
う
こ
と
、
自

分
た
ち
が
教
わ
っ
た
こ
と
を
次
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
私
た

ち
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

昔
は
、
ご
は
ん
一
粒
で
も
粗
末

に
し
た
ら
「
目
が
つ
ぶ
れ
る
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
一

粒
に
も
多
く
の
人
々
の
魂
が
宿
っ

て
お
り
、
そ
の
大
切
さ
を
説
き
諭

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
に

は
、
い
つ
も
行
動
の
中
で
そ
の
姿

（
お
手
本
）
を
見
せ
る
こ
と
が
大

切
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
生
活
の

中
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

講
演
の
後
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動

の
披
露
が
あ
り
、
中
で
も
平
均
年

齢
八
十
歳
と
い
う
高
齢
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
方
々
が
演
じ
た
「
花
は

咲
く
」
の
演
奏
に
、
優
し
さ
と
力

強
さ
を
感
じ
た
時
を
過
ご
し
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、「
日
の
も

と
は
女
な
ら
で
は
世
の
明
け
ぬ

国
」
の
言
葉
ど
お
り
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
堤　
　

英
隆
）

女
性
部
研
究
集
会

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ
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今
日
も
朝
か
ら
多
く
の
野
生
ザ

ル
が
出
没
し
、
我
が
家
で
大
切
に

育
て
て
き
た
収
穫
間
近
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
全
滅
状
態
と
な
っ
た
。

近
年
こ
の
地
域
で
は
サ
ル
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
な
ど
は
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。

　

平
成
十
一
年
に
初
め
て
は
ぐ
れ

ザ
ル
が
こ
の
隠
岐
の
地
に
き
た
。

大
変
珍
し
く
区
民
の
話
題
に
な
っ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
隠
岐
で
は
水
稲

を
軸
と
し
た
農
業
が
昔
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
の
他
、
先
人
た
ち

の
過
去
の
取
り
組
み
を
見
て
み
る

と
、
養
蚕
や
野
菜
、
茶
葉
、
葉
タ

バ
コ
の
栽
培
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
林
業
は
雑
木
を
杉

や
檜
に
変
換
し
、
現
在
に
至
り
放

置
林
と
化
し
た
。
こ
の
よ
う
に
隠

岐
の
住
民
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

精
一
杯
そ
の
時
代
、
時
代
を
生
き

抜
き
こ
の
地
を
守
っ
て
こ
ら
れ

た
。

　

昭
和
五
十
六
年
に
撮
影
さ
れ
た

隠
岐
地
区
の
航
空
写
真
で
は
谷
の

奥
ま
で
田
や
茶
畑
が
耕
作
さ
れ
て

お
り
、
荒
れ
て
い
る
所
な
ど
は
皆

無
だ
っ
た
。
今
で
は
小
さ
な
谷
は

も
ち
ろ
ん
、
大
き
な
谷
ま
で
も
作

付
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
な
っ

た
。
そ
の
当
時
の
日
本
の
経
済
的

背
景
を
回
顧
し
て
み
る
と
、
昭
和

三
十
九
年
十
月
、
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
新
幹
線
や
高

速
道
路
な
ど
急

速
な
開
発
を
呼

び
、
戦
後
日
本

の
め
ざ
ま
し
い

復
興
・
発
展
を
世
界
に
示
す
こ
と

が
で
き
た
。
私
が
就
職
し
た
の
も

昭
和
三
十
年
後
半
の
高
度
経
済
成

長
の
ま
っ
た
だ
中
だ
っ
た
。
世
の

中
が
変
貌
す
る
時
期
で
あ
り
、
企

業
の
採
用
人
数
も
多
く
、
色
々
な

職
種
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
頃
か
ら
隠
岐
で
は
就
農

せ
ず
企
業
へ
就
職
す
る
者
が
多
く

な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
年
が
経
過
し
た

現
在
、
地
元
で
は
農
業
を
営
む
若

者
は
皆
無
に
近
い
状
態
と
な
り
、

昼
間
は
老
人
ば
か
り
で
若
者
は
全

く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
田
舎
の

風
景
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
若
者

は
転
勤
な
ど
で
遠
隔
地
へ
の
単
身

赴
任
や
外
国
で
働
く
人
も
い
て
、

社
会
環
境
が
一
変
し
た
。
そ
の
間

に
、
農
業
を
営
ん
で
き
た
方
々
の

急
速
に
進
む
高
齢
化
の
中
で
、
自

分
の
土
地
を
管
理
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
耕
作
放
棄
地
が
益
々
目

立
っ
て
き
た
。
今
で
は
荒
廃
し
た

山
野
は
見
る
も
無
残
な
状
況
と
な

り
、
昔
奇
麗
だ
っ
た
里
山
は
有
害

獣
の
生
息
地
と
な
り
、
そ
の
被
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
あ

る
。

　

私
も
年
齢
が
六
十
歳
を
超
え
、

地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入
会
さ
せ

て
頂
い
た
。
ク
ラ
ブ
で
の
社
会
奉

仕
面
で
の
活
動
は
神
社
や
集
会
所

な
ど
の
公
共
の
建
物
周
辺
を
中
心

に
清
掃
・
維
持
し
て
き
た
。
一
方
、

年
金
受
給
資
格
の
引
き
上
げ
や
、

企
業
の
雇
用
が
六
十
五
歳
定
年
と

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
第

一
線
を
退
い
て
も
自
分
た
ち
の
生

活
を
自
身
で
切
り
盛
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
情
も
あ
り
、
中
山

間
地
の
保
全
は
な
お
難
し
い
課
題

に
な
っ
て
き
た
。

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
我
々
隠
岐

の
老
人
数
名
が
平
成
十
五
年
頃
よ

り
環
境
保
全
に
力
を
注
い
で
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、「
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
」
と
言
う
よ
り
「
働
く

こ
と
が
で
き
る
老
人
」
が
取
り
組

む
一
側
面
的
課
題
で
あ
る
。
退
職

後
の
余
生
を
昔
の
よ
う
な
奇
麗
な

田
園
風
景
に
戻
し
、
次
の
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
然
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
を
念
願
し
努
力
す

る
日
々
で
あ
る
。

　
「
今
日
ま
で
何
事
も
な
く
、平
々

凡
々
と
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
」
…
ス
ピ
ー
チ
等
で
よ
く
耳
に

す
る
言
葉
で
す
が
、
何
と
も
羨
ま

し
い
限
り
で
す
。

　

私
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
約
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
入
会
の
翌
年
に
単
位
ク
ラ
ブ

の
副
会
長
、
そ
の
翌
年
に
会
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

間
が
空
く
こ
と
な
く
地
区
・
学
区

の
連
合
会
長
を
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
正
に
波
瀾
万
丈
の
日
々

で
し
た
。
ク
ラ
ブ
に
は
何
の
抵
抗

も
な
く
入
会
し
た
も
の
の
、
そ
の

後
は
、
全
く
未
知
の
境
遇
に
晒
さ

れ
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
難

し
い
。
ど
う
す
れ
ば
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
の
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
土

壌
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
」
と

不
安
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
我
が

近
江
八
幡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
は
、
統
計

に
よ
る
と
、
平
成
十
五
年
か
ら
今

年
ま
で
の
十
年
は
五
年
毎
に
、
ク

ラ
ブ
数
で
は
十
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

で
は
一
〇
〇
〇
人
近
く
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
状
況

に
も
よ
り
ま
す
が
、「
老
い
て
か

ら
、
何
で
こ
ん
な
し
ん
ど
い
思
い

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
」

な
ど
の
役
員
さ
ん
の
独
り
言
か
ら

も
何
と
な
く
わ
か
る
気
が
し
ま

す
。

　

私
も
、
老
後
は
特
技
の
趣
味
を

活
か
し
て
余
生
を
楽
し
む
つ
も
り

で
い
た
ひ
と
り
で
す
が
、「
つ
も

り
と
ふ
ん
ど
し
は
寝
て
て
も
は
ず

れ
る
」
と
の
亡
き
母
の
言
葉
が
し

み
じ
み
と
思
い
出
さ
れ
る
今
日
で

す
。

　

先
般
、
市
老
ク
連
の
機
関
紙
に

も
少
し
落
書
き
し
ま
し
た
が
、
私

は
公
の
場
で
事
が
収
ま
ら
な
い

時
、
ふ
と
ブ
ド
ウ
の
房
を
思
い
出

し
ま
す
。
一
本
の
太
い
軸
で
繋
が

る
ま
ん
丸
い
ブ
ド
ウ
一
粒
一
粒
の

よ
う
に
、
お
互
い
が
丸
い
心
で
つ

な
が
っ
て
い
け
ば
、
我
が
老
人
ク

ラ
ブ
も
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
」

の
三
番
の
歌
詞
「
若
い
者
と
も
親

し
み
あ
っ
て
…
」
を
身
近
な
も
の

と
し
て
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
熱
唱

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
土
壌
と
は
、

ま
さ
に
「
ブ
ド
ウ
の
房
」
だ
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
役
目

を
全
う
す
べ
く
励
ん
で
い
る
今
日

で
す
。

　

私
が
C
型
肝
炎
を
発
症
し
た
の

は
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
日
。

そ
れ
か
ら
約
三
十
年
間
C
型
肝
炎

と
戦
い
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、

医
学
の
進
歩
は
す
さ
ま
じ
く
、
不

治
の
病
も
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

C
型
肝
炎
に
な
れ
ば
、
肝
硬
変

か
ら
肝
臓
が
ん
と
な
り
、
長
く
て

も
二
十
五
年
で
あ
の
世
行
き
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
れ

が
完
治
し
ま
す
。そ
の
治
療
法
は
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
で
、
私

は
七
十
三
歳
の
時
に
医
師
の
勧
め

で
そ
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
治

療
を
受
け
る
と
、
想
像
を
絶
す
る

副
作
用
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
平

成
十
九
年
一
月
一
日
、
老
人
ク
ラ

ブ
青
葉
会
の
会
長
を
退
い
て
治
療

に
専
念
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

　

一
時
は
死
の
淵
を
さ
ま
よ
い
、

「
次
は
あ
の
人
の
番
や
で
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
も

死
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
年
四
月
、
医
師
か
ら
検
査
の

結
果
、
肝
炎
ヴ
ィ
ー
ル
ス
が
発
見

で
き
な
い
と
の
朗
報
を
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
度
は
血
小

板
と
白
血
球
の
数
が
ど
ん
ど
ん
下

が
り
、
血
小
板
に
至
っ
て
は
六
月

に
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
直
前
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
医
師
は
そ
れ
で

も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
い
続

け
、
七
月
か
ら
は
病
院
を
変
わ
っ

て
そ
の
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、

徐
々
に
血
小
板
は
回
復
し
た
も
の

の
、
白
血
球
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し

た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
は
中
止
さ
れ
、
あ
と
四
本
残
し

て
治
療
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
年
余
り
が
過
ぎ
、

平
成
二
十
五
年
二
月
の
検
査
で

は
、C
型
肝
炎
は
完
全
に
克
服
し
、

白
血
球
、
血
小
板
と
も
に
一
般
の

成
人
男
性
な
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
青

葉
会
の
会
長
を
辞
め
た
時
は
、
多

く
の
方
か
ら
残
り
少
な
い
任
期
中

は
名
前
だ
け
で
も
残
し
て
職
を
全

う
す
る
よ
う
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
治
療
に
専

念
で
き
な
い
と
思
っ
て
辞
任
い
た

し
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
結
果
的

に
そ
の
選
択
が
最
良
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
青
葉
会
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
お
許
し
い
た
だ
き
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
、
多
く
の
方
が
C
型
肝
炎
で

苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
を
目
に
し

ま
す
と
、
私
は
幸
運
で
あ
っ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
青
葉
会
を
は
じ

め
、地
域
の
こ
と
に
汗
水
を
流
し
、

全
身
全
霊
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
を

基
本
に
活
動
し
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
は
、
長
寿
国
日
本
で
今
後
ま
す

ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
高

齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
私
た

ち
老
人
が
自
身
の
心
と
身
体
の
健

康
を
維
持
し
な
が
ら
、
弱
者
へ
の

思
い
や
り
や
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ

り
、
こ
れ
は
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期

待
と
同
時
に
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
な
い
人
（
特
に
若
手
層
）

が
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
連

合
会
か
ら
脱
会
す
る
ク
ラ
ブ
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
へ
入
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
？
ま
た
、
ク
ラ
ブ

が
連
合
会
に
加
わ
れ
ば
ど
ん
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
？
…
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
こ
と
が
ク
ラ
ブ
や
連
合

会
に
参
加
し
な
い
原
因
と
い
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
リ
ッ

ト
は
、
入
会
し
て
か
ら
自
ら
の
活

動
に
よ
っ
て
相
互
に
生
み
出
し
て

い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
よ
り
多
く
の
仲
間
を
老
人
ク

ラ
ブ
に
、
ま
た
連
合
会
に
参
加
さ

れ
る
よ
う
根
気
よ
く
活
動
を
続

け
、
地
域
社
会
の
た
め
、
ま
た
自

分
の
た
め
に
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
山
間
地
に
住
む
我
々

老
人
へ
の
一
側
面
的
課
題

C
型
肝
炎
を
克
服
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

　
　
　
三
日
月
勝
見

老
人
ク
ラ
ブ
の
土
壌
と
は

近
江
八
幡
市
老
ク
連

　
　
東
　
　
芳
一

米
原
市
米
原
老
ク
連

　
　
久
保
田
　
實

愛
荘
町
秦
荘
老
ク
連

　
　
上
林
　
村
治

会
員
の
ペ
ー
ジ
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▽
俳
句

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
木
村
　
五
郎

注し

め連
飾
る
舳へ
さ
き先
揃
え
て
舟
溜
り

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
深
田
弥
栄
子

秋
澄
む
や
遠
き
声
援
風
と
聴
く

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
山
口
　
常
美

さ
ざ
波
に
映う

つ
る
三
日
月
浮
御
堂

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
木
村
　
信
子

お
だ
や
か
に
米
寿
む
か
え
し
春
立
ち
ぬ

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
木
村
　
正
幸

荒
草
の
棚
田
を
守
る
野
焼
き
か
な

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
栄

目
覚
む
れ
ば
静
か
な
空
気
雪
し
ん
し
ん

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
伊
達
　
　
稔

神
楽
殿
準
備
整
い
山
笑
う

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
筒
井
　
滋
子

子
の
つ
め
る
秋
の
七
草
茎
み
ぢ
か

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
人

一
枝
の
木
犀
の
香
と
妻
見
舞
う

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
中
村
　
昌
子

霾つ
ち
ふ
る

也
八
十
路
を
辿
る
ク
ラ
ス
会

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
西
中
　
文
江

旬
野
菜
今
日
も
頂
き
う
れ
し
く
て

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
神
山
　
久
子

梅
咲
く
や
ひ
孫
の
言
葉
ほ
つ
〳
〵
と

　
湖
南
市
　
　
　
　
　
　
西
澤
己
代
子

一
撞つ

き
の
余
音
に
と
ぶ
や
赤
ト
ン
ボ

　
高
島
市
　
　
　
　
　
　
和
田
阿
也
子

痛
み
し
身
に
寒
さ
身
に
し
む
大
寒
の
入

　
竜
王
町
　
　
　
　
　
　
石
井
　
武
雄

草
紅
葉
彩あ

や
な
す
道
に
郷う
れ
い愁
あ
り

　
米
原
市
　
　
　
　
　
　
磯
崎
　
外
二

初
場
所
や
邦
人
力
士
に
手
に
汗
し

▽
短
歌

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
木
村
　
五
郎

干
支
の
午
造
り
終
え
た
る
陶
の
里

　

は
や
初
窯
の
煙
た
な
び
く

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
深
田
弥
栄
子

豊
郷
の
青
田
は
失
せ
て
風
も
な
く

　

宅
地
化
の
波
押
し
寄
せ
に
け
り

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
山
口
　
常
美

寒
く
て
も
玄
関
で
私
し
を
迎
え
て
く
れ

る
胡
蝶
蘭

　
近
江
八
幡
市
　
　
　
　
大
川
　
　
勇

朝
夕
に
見
上
げ
る
岩
戸
十
三
佛

　

お
迎
え
待
っ
て
と
気き

ま
ま儘

に
動
く

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
久
保
　
光
子

凍
て
る
夜
の
腕

か
い
なに

て
泣
き
し
子
が

　

今
一
人
娘ご

の
襁
む
つ
き

換
え
る

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
辻
村
　
静
枝

気
を
つ
け
ろ
老
い
た
る
足
に
言
い
聞
か
せ

　

畑は
た

掘
り
な
が
ら
植
付
け
準
備

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
竹
村
十
四
枝

こ
の
町
に
嫁
ぎ
て
早
や
五
十
数
年

　

近
江
富
士
と
は
三
上
山
の
四
季
を
見

て
暮
す
日
と
な
り

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
西
中
　
文
江

「
よ
か
っ
た
ね
」
主
治
医
の
言
葉
う
れ
し
く
て

　

退
院
間
近
気
持
は
れ
ば
れ

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
神
山
　
久
子

枝
ぶ
り
の
よ
き
老
木
に
花
匂
ふ

　

盆
梅
展
に
夫
と
佇
づ
む

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
加
賀
爪
久
恵

何
げ
な
い
一
つ
の
言
葉
話
し
つ
つ

　

良
く
も
悪
く
も
楽
し
く
も
な
り

　
湖
南
市
　
　
　
　
　
　
西
澤
己
代
子

亡
き
母
を
語
り
仏
を
描
く
人

　

目
に
感
涙
の
光
り
い
る
見
ゆ

　
高
島
市
　
　
　
　
　
　
河
原
田
　
勝

戦
中
の
修
羅
場
に
我
を
育
て
来
し

　

今
亡
き
母
は
写
真
で
笑
う

▽
川
柳

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
木
村
　
五
郎

裏
ば
な
し
脚
色
一
寸
盛
り
上
げ
た

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
山
口
　
常
美

黄た
そ
が
れ昏
に
貴
女
の
思
い
出
焼
き
付
け
る

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
辻
野
　
　
伸

白
票
に
言
え
な
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
野
口
　
政
子

高
二
の
孫
胸
の
す
く
よ
な
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
深
田
弥
栄
子

鏡
見
て
亡
き
母
の
顔
見
ゆ
る
齢

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
伊
達
　
　
稔

お
神
籤
を
何
度
引
い
て
も
吉
と
な
る

　
近
江
八
幡
市
　
　
　
　
大
川
　
　
勇

急せ

か
せ
て
も
動
け
ぬ
身
と
な
り
ま
し
た

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
中
村
　
政
子

ケ
イ
タ
イ
に
飽
き
て
ス
マ
ホ
に
悩
み
居
り

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
筒
井
　
滋
子

野
佛
に
手
向
け
る
花
や
ふ
か
し
い
も

　
草
津
市
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
和
彦

強
風
で
マ
ツ
タ
ケ
好
き
な
N
・
H
・
K

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
辻
村
　
静
枝

抜
け
て
い
る
ど
こ
の
ネ
ジ
か
が
わ
か
ら
な
い

　
野
洲
市
　
　
　
　
　
　
加
賀
爪
久
恵

無
理
を
せ
ず
今
日
一
日
を
有
意
義
に

▽
情
歌

　
大
津
市
　
　
　
　
　
　
山
口
　
常
美

手
の
平
返
し
た
五
本
の
指
を

　

幸
福
だ
け
の
皺し

わ
を
見
て
過
去
の
苦
労

忘
れ
た
い
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私
た
ち
の
活
動
の
重
要
な
柱
の

ひ
と
つ
に
、機
関
紙
「
ね
ん
り
ん
」

の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
、

「
ね
ん
り
ん
」
に
よ
っ
て
情
報
を

共
有
で
き
、
喜
び
や
今
後
の
行
事

な
ど
を
一
斉
に
知
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
創
刊

以
来
、
現
在
ま
で
で
四
十
二
号
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
は
、
行
事
の
翌
日
に
は
雰
囲
気

も
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

写
真
入
り
で
、
ま
た
A
３
サ
イ
ズ

で
字
も
大
き
く
読
み
や
す
く
し
て

い
ま
す
。

　

老
ク
連
以
外
の
活
動
で
、
今
ま

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
上
げ

て
き
た
の
か
少
し
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
で
は
、

坂
本
ふ
れ
あ
い
市
民
運
動
会
や
文

化
祭
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
の

講
演
会
、
日
吉
山
王
祭
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
独
自
活
動
の
多
さ
も

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
会
員
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

お
知
ら
せ
、ビ
ワ
マ
ス
稚
魚
放
流
、

登
山
や
納
涼
会
、
敬
老
祝
い
、
卒

寿
を
迎
え
た
方
へ
の
祝
い
の
金
品

贈
呈
、
清
掃
活
動
、
紅
葉
や
比
叡

山
の
法
要
に
合
わ
せ
た
健
康
ハ
イ

キ
ン
グ
、
い
つ
も
笑
顔
で
若
々
し

く
過
ご
す
た
め
の
健
康
講
座
、
外

国
（
イ
ン
ド
）
の
人
と
の
語
ら

い
、
朽
木
で
の
ト
チ
巨
木
観
察
山

行
な
ど
多
彩
で
す
。
ま
た
、
原
発

の
危
険
性
に
つ
い
て
、
二
〇
一
一

年
十
二
月
、
再
稼
働
反
対
の
立
場

で
滋
賀
県
知
事
と
関
西
電
力
あ
て

に
原
発
廃
炉
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
を
要
望
。ま
た
、

大
津
市
長
に
も
要
望
書
を
提
出
し

な
が
ら
、
二
〇
一
二
年
五
月
か
ら

十
五
号
（
回
）
に
わ
た
り
、
孫
た

ち
の
将
来
に
安
心
安
全
な
環
境
を

残
す
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
に
は
会
員
や
理
事

会
か
ら
の
意
見
も
多
く
取
り
入
れ

て
、
よ
り
会
員
の
身
近
な
と
こ
ろ

（
近
く
の
神
社
社
務
所
）
で
健
康

講
座
を
開
催
し
た
り
、
ま
た
第
二

弾
の
講
座
に
は
、
意
見
を
も
と
に

座
っ
た
ま
ま
で
き
る
体
操
も
取
り

入
れ
る
予
定
で
す
。
行
事
の
た
び

ご
と
に
、
篠
原
会
長
の
墨
書
の
横

断
幕
が
い
つ
も
花
を
添
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
会
員

数
は
昨
年
度
九
名
、
今
年
度
は

十
四
名
の
新
会
員
を
迎
え
て
総
勢

八
十
七
名
と
な
り
、
坂
本
老
ク
連

の
中
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
会
員
の
健
康
と
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
機
関
紙

「
ね
ん
り
ん
」
の
活
動

大
津
市
比
叡
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
橋
本
　
関
三

北
村 

 

正
幸

凍
て
る
夜
の
わ
が
腕
に
て
泣
き
し
子
が

か
い
な

今
一
人
娘
の
襁
換
え
る

ご
　
　
　
む
つ
き
　
　

凍
て
る
夜
の
わ
が
腕
に
て
泣
き
し
子
が

今
ひ
と
り
娘
の
襁
換
え
い
る

い

か
い
な

ご
　
　 

む
つ
き 

か
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平
成
十
六
年
、
わ
が
地
域
は
そ

こ
に
暮
ら
す
住
民
で
守
ろ
う
と
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
事
故
防

止
の
啓
発
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
に
、
山

面
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
が
集
ま

り
、「
山
面
さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

活
動
を
は
じ
め
た
当
初
は
、
堤

防
の
あ
ち
こ
ち
に
車
を
止
め
、
車

中
で
飲
酒
し
た
り
す
る
人
や
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
変
な
集
団
と
思
っ

て
、
竹
の
棒
を
持
っ
て
待
ち
ぶ
せ

す
る
若
い
人
た
ち
も
い
る
よ
う
な

状
態
で
し
た
。
現
在
、
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
は
平
均
年
齢
六
十
九
歳
で
、

中
に
は
少
し
身
体
の
不
自
由
な
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
九
年
前
に
発

足
以
来
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

る
た
め
に
、
毎
週
水
曜
日
と
土
曜

日
に
一
時
間
、
頑
張
っ
て
堤
防
の

周
辺
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
通
学
路
の
清

掃
、
花
壇
の
手
入
れ
や
季
節
ご
と

の
植
栽
を
行
っ
て
、
P
T
A
の

方
々
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
、

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
も
信
頼
さ

れ
、
年
末
の
餅
つ
き
行
事
も
老
人

ク
ラ
ブ
女
性
部
を
中
心
に
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
役

立
つ
活
動
を
元
気
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
長
江
と
み
江
）

　新年おめでとうございます。
　今年は、消費税の引き上げやＴＰＰの問題など、社会的には何かと大変な年になりそうです
が、私たち高齢者にとっては、世界に類を見ない超高齢社会を、健康でいきいき過ごすために、
お互いを高め合うクラブづくり、支え合う仲間づくりがますます大切になるものと思います。
　この「いきいき近江」が、さらに会員の結びつきを深め、連帯の輪を広げる一助となります
よう努力してまいりますので、みんなが元気になれるような話題の提供などご協力よろしくお
願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 久保田九右衛門）

編集後記

竜
王
町
　
山
面
老
人
ク
ラ
ブ

山
面
さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

平成 25年度
高齢者相互支援活動研修会
女性委員会主催研修会

  　12 月 10 日、県立長寿社会福
祉センター大教室において、平成
25 年度高齢者相互支援活動研修
会、及び県老ク連女性委員会主

催研修会を開催。各市町老ク連から 260 名が参加されました。
  第 1 部（午前）の高齢者相互支援活動研修会では、「今こそ老人クラ
ブの出番ですよ」と題して、前日本福祉大学教授・中川晴夫先生に講
演いただきました。
　第 2 部（午後）の女性委員会主催研修会では、西山委員長の挨拶
のあと、「全老連女性リーダーセミナー」への参加および女性委員会の
活動について報告され、その後、3 地域から、「暮らし支え合い」につ
いて活動事例が発表されました。最後に、「花は咲く」を会場全員で
合唱し、白井副委員長の閉会の挨拶で研修会を終えました。


